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昭和59年9月11日肉， 12日（水）

京大会館

（京都市左京区吉田河原町15-9) 

共 催：日本学術会議材料研究連絡委員会

化学工学協会，金属表面技術協会，軽金属学会，高分子学会，セメ
※ 濠 濠 峯

ント協会，電気学会，土木学会，日本化学会，日本機械学会，日本
濠 豪

金属学会，日本建築学会，日本航空宇宙学会，日本材料学会，日本

材料科学会，日本材料強度学会，日本接着協会， 日本舶用機関学会，

日本造船学会，日本鉄鋼協会，日本電子材料技術協会，日本非破壊

検査協会，日本木材学会，溶接学会，窯業協会 （※印 幹事学会）
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218 J阿履歴：と紅した銅材の J沢刀—ひ rみ関尿/(ついて

武瓜工入昔111 勝 弐広工大ゐ脇尻犬

武広エ尺増田陳妃 0式広工尺斎簾哲評

1'はじめ1こ が鳴造物註戌連結部寺の不迫続訊：：：は地震等の棟娃↑;i麦動荷重 1こ

よって．弾訊這砂成力が練リ返し生じることがある。そのような構造物の挙動と症

定 す 峠 が lす銅材の履歴成n-vすみ釦犬ど工学的に意味のある範囲で枡度よく突騒賓；

果と表わし得るよう 1:t. デ！訊する虻¥がある。本報告で,t.f; 曲面塑仕tデル ([I])と

戻螂果a基 I~f肛し仕危砂詞沫豆.. Iしと適用するために沈柴と T心研咋玖
幻 bT;:tY)の突験方)._{)'よびその結果パ和訪去臼提受する。 3らに 南用例として SM

41A銅材に対して本方去左訊行した結果と示す。

2。1恥訊te四玩転v亡デル 履歴応刀— U す・み芋勤 lす，ク曲面理論凌 i.1\1ず煎カ
空間に定義さ小ゐ刃曲面の拡大あるい 1す縮小ぁよび移勤I¥C夕って表現されな径te溶 mぉ

よび稔加V ([ 11)ばク曲OOの大芝さ Kt..中I¥:;,座棟向をそ収t爪の径路におげる反転、屯、

からの相当翌柱ひすか忌以の関紋とし.Kが履屋：の厄い場合の Ka, 履歴効果が定幣的1、一

rJった場合Q)r(b, あさび果積相当翌l生ひt'みE-pのみl、ーよって変化する重h保数W を用い

て表現之れるものとして応力—ひすみ関保庄亡テMしした。この七デ I し 1こよ収 1ず 降伏棚

とひすみ硬4ヒ域を屑する処廿l梵刀—ひずみ曲繍から Bavsc.hi咄r効果の現わ 1/t..bTJT~ らかTJ.

疇への移')吏ゎ'l. おさび繰1返し軟化，硬化といった現象ど菌tJ)に表現すること ,rr-
さ恥＼．さらに全径路にわたる相当塑任ひすみの見積量ど状態変数としていること l、でい

て 図1,::: 木す応カーひ 1• み餌知復帰現象([21) 旦表
わすことがでさ r.履歴効果と退り大に評価する結果と「j

る。本亡和し）す.:.Iii.. らtjJ.tして．文式にさ，て曲面の

豆之と表ゎすものとした. I 」I I I -E 

K =-{W, Ka t (1-w,) Kab : 0~ 西*~ どpst(t) 

Wz Kabt(I叩）恥 ．・函 ＜召
町 lす繰）返し載角中にある一径路において生じる

塑牲ひすみのうち．直約釦径路げ塑l虹げか帰と越 図1 復痔現象

えた量のみが履歴効果と肩すクものとして菜積さ立相当塑牲りすみ（以役肴奴滉租相当

塑性(JJ'ltと呼ぶ）である。 KabIす界が降ぅ犬棚終j応塑祉げJtCp.st I、—逹したとさの
曲0017)火ささである. kab と新た I~,材栄所柱として毒入すること lヽ:cf って．愈汀成；刀—ひ
すみ曲緑かり「ばらかrJ曲紐への変化を重み関数冗lミさ'.). まk.繰~返L1::: 井う Bau-

schi~r譴の変化を重み閉数Wi"むl だれで囮表現すとことがでさる。
j. 材料怜恥舒f面オ玄ぉよびSM41A銅材 1改対する適用例 履歴）応刀—ひ］・み挙

Stv-蟷— Strain'l<e\atio硲 of Steels Subjected to Lood1呵 Histories,

Musashi Institu.te of Technol呵y、Masar-u Mina炉wa, Ta keo Nishi wakiノ

Nobutosh・, Masuda., Tetsuo Saitoh 
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杭と推定する代め I~Iす Ka., Kab. Kb あさび W,,~a:,

夷険から夫定する＇沈字がある．本研究において使用し

た拭験片の形ボ 1 む去と図2,、一示す。
履度効果の程度を表ゎす状態変数を荷重反転点 I、—ぉ

ける西広おさぴ—径路の忌と仮定することによリ·
上記の各特性値I以単頗51緊拭．院と唯一1月の荷重反殿を

含も数本の,,張且箱沢験Iぶよって衷める:とがでさる．

各例重反転点における曲面の入ささ印 lす．図31、一

示すさう F反転、だ、o't..原点として巧ー尋ぉJU 西—そ戸

座棟を誤定l. どpi..と恥とが号しい点における）応刀

品直・、と用いて 次いJ恥関敦として算広さ小る．

怜"'[~(年）十亙:'(年）] / Z (2) 

定表よ')• Ka. iけ単隕瓜荷角， Kabl坪紐捌終J吋
での曲面の入ささであク。 jT, . Kb t-Iす8i-反阜均

9こおける曲面の大ささど採用した．これらの算武結果

を図 4~~ ネす。

式(2)によ)各付重反舷点．における Kiおさび Ka,

陽、 Kb の材料符性が定ま ~lず式 (1) から各々の肩
効見積相当塑性ひすみに対して重み係殺Wが単ま{;>.

得られた童h保穀を図5に示す．をの話果よ＇）周図中

に実煤で示すさう ,~w, か次式-~'す三次式で重
h閉紋と沢走した。

上記の方卑、、かて某めた各材料怜牲を用いて非定

幕展屋虎ヵ—ひすみ鄭豆殺釦ミュレーションした
結果這 GI,示す．酋算結果丑験岱果と0¥良1l1tii合
致よ＇）本方玄 0¥ff当性が硝潔・された。

（参き文厭)[1)1'etersSon.H,1l命 v,E.P., "Constitutive'Re¥at',ons for 

函n~叫 ii!:edLoadin忍：Ptoc. 瞑 E,Vol 1o5,No.EM4, 611-627, 1q77 

[2]Y. 油ol<o~TNaka~00 

rnura,et al. "Non-
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図 2 試院片の形成主矢
rPVPr<:Pn 
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図.3 r<~ の算広方法、
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図6 履歴応カーひずみ曲燦
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図 5 重み関改
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